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《本校の教育目標》 考える子 やさしい子 たくましい子 

 

「２学期が始まりました！」 

校長 野澤 一代 
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荒川区立大門小学校 

校 長 野澤 一代 

令和２年 ９月 １日 

Ｎｏ．６ 

(４３２号) 

９月、長月。諸説ありますが、日が昇っている時間がどんどん短くなり、夜が長くなるので「夜長月（よながつき）」とも

言われています。他には、稲穂が長く成長する時期なので「穂長月（ほながつき）」、稲刈りの時期なので「稲刈月（いねか

りづき）」と呼ばれることもあります。 

夏休み、２週間。子供たちは、どう過ごしたのでしょうか。東京都の新型コロナウイルス感染症の人数は減少することな

く現在に至っており、家族内感染者も増え、ご家庭では気が気ではなかったのではないでしょうか。夏の楽しみと言えば、

プール、海水浴、お祭り、花火大会、虫捕り、旅行・・・。そのどれも自粛せざるを得ない状況は、大人も子供もストレス

を抱えます。 

そのような社会状況の中、学校は２学期のスタートを切りました。新型コロナウイルス感染症の収束がまだ見えない中、

学校はどうしていけばいいのか。毎日私はたくさんの情報を見ながら、自問し続けています。学校経営方針にも表しました

が（学校ＨＰをご参照ください）、「大門小の子供たちのために 今何ができるかを常に問う」を理念として掲げております。

だからこそ、２学期の大門小は、引き続き、以下の点を全職員で実行していきます。 

〇 日頃の感染症対策を継続する。 

 ・マスク着用、手洗いの励行 

 ・職員による消毒 

 ・飛沫防止ガードの活用 

〇 教育活動を停滞させないこと 

 ・できることをできる形で実現する 

  例）運動会、保護者会、学習発表会、土曜授業日等 

ご家庭では、新型コロナウイルス感染症を学校に蔓延させないために、以下の点を１学期同様、引き続きご協力ください。 

〇 学校への登校には、「健康観察カードの持参、マスクの着用」をお願いします。 

〇 風邪症状がある場合は、病院に行き、かかりつけの医師の指示に従ってください。PCR 検査に進んだ場合は、学校へ

その旨ご連絡ください。 

〇 ご家族で PCR 検査を受ける方がいらした場合は、お子様の登校は見合わせ、後ほど検査結果を学校へお知らせくださ

い。 

 臨時休業については以下のようになります。 

 〇 児童等の感染が確認された場合、保健所による濃厚接触者の範囲の特定や検査に必要な日数・範囲で臨時休業を実施

します。（学校は感染経路の特定や濃厚接触者の特定等に協力するために情報提供し、臨時休業については、区、保健所、

医師会等による協議が行われ、区により決定されます。） 

参考：文部科学省「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00029.html 

 

私は東日本大震災以降、人のつながりの大切さ、何があっても対応できる想像力と創造力を働かせた危機管理の大切さを

学んできました。正しい情報を正しく伝え、誠実に人に向き合うこと。そうすることにより人は一つになって困難と立ち向

かえると考えています。この当たり前のことを当たり前に行う大人の姿を子供に示すことを続けていければと思います。 

 さあ、２学期がスタートしました。教職員一同、大門小学校の子供たちのために、家庭、地域のためにがんばります。  

随時更新中！ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00029.html

